
 
 
 
 
 

 進級・進学おめでとうございます。新しいクラスの仲間
な か ま

との１年間が始まり

ましたね。わくわくしていたり、少し不安
ふ あ ん

だったり、色々な気持ちが混
ま

ざって

いると思いますが、良いスタートを切れるように、まずは自分の持ち物に名前

を書きましょう！ 

 さて、今回は南アフリカの子どもたちがどのように算数を勉強
べんきょう

しているのか

見てみましょう。日本と違
ち が

うことがたくさんあります！ 

   SABONA 
2018 年４月 南アフリカ新聞第９号 

            鈴木 壮太 

 

 

 

 

 

  

 
 
みなさん、例

た と

えば数字の「８」は、どのように読みますか？ 

そうです、「八（ハチ）」と読みます。 

英語では「eight(エイト)」です。 

そして、スワジ語は と言います。 

少しスワジ語だと長い気がしますが、まだ何とか覚
お ぼ

えられそうです。

では、桁
け た

が大きくなっていくとどうなるでしょう。 

【例 58】 

日本語→五十八（ゴジュウハチ） 

英語→fifty-eight（フィフティ-エイト） 

スワジ語→emashumi lasihlanu nesiphohlongo 

         （エマシュミ-ラシィヒャーヌ-ネスィポヒョーンゴ） 

長い！普段
ふ だ ん

スワジ語を使う子どもたちも大混乱
こ ん ら ん

！みんなどんどん算

数が苦手
に が て

に…。 

５８＋４９＝１０６←これをスワジ語で言うと… 
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